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し
な
け
れ
ば
と
思
い
を
新
た

に
し
た
。

　
各
県
の
近
況
報
告
・
意
見

交
換
・
協
議
事
項
等
々
を
全

　
令
和
６
年
10
月
５
日
㈰

「
福
岡
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
」に

て
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
総
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　
来
賓
と
し
て
通
信
教
育

部
校
友
会
長：北
村
周
之
様
、

四
国
ブ
ロ
ッ
ク
長
：
木
村
進

様
、奈
良
県
支
部
長
：
西
尾

亜
樹
様
に
ご
出
席
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
北
村
会
長
か
ら
は
校
友

会
活
動
と
し
て
学
生
支
援
や

新
規
会
員
入
会
の
た
め
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
ご
報
告
い

た
だ
き
ま
し
た
。ま
た
、木

村
様
と
西
尾
様
か
ら
は
、各

て
終
了
し
、来
年
の
ブ
ロ
ッ

ク
総
会
が
愛
媛
県
で
出
来

る
事
を
祈
り
散
会
と
し
た
。

　
　    （
文
責
：
木
村
　
進
）

　
秋
田
県
支
部
総
会
は
令

和
７
年
４
月
21
日
㈪
12
時

よ
り
開
催
し
た
。

一、会
員
の
減
少

　
平
成
10（
１
９
９
８
）年

頃
、小
玉
幸
徳
氏
か
ら
電
子

デ
ー
タ
を
頂
い
た
時
１
８
０

名
で
あ
っ
た
。

　
そ
れ
か
ら
、市
町
村
合
併

の
住
所
変
更
・
宛
所
不
明
・

会
員
退
会
・
ご
逝
去
・
施
設

入
所
な
ど
に
よ
り
、今
年
の

総
会
案
内
84
名
で
あ
っ
た

が
、81
名
に
な
っ
た
。

　
令
和
６
年
度
か
ら
本
部

か
ら
卒
業
生
リ
ス
ト
が
来
な

い
の
で
減
少
の
み
で
あ
る
。

二
、総
会
に
６
名
参
加

　
毎
回
参
加
の
３
名
は
、ケ

ガ
・
施
設
入
所
・
体
調
不
良

で
不
参
加
。

　
し
か
し
、初
め
て
参
加
の

岩
野
泰
助
氏
を
含
め
６
名

で
、地
元
横
手
の「
日
本
料

理
里
乃
や
前
郷
店
」で
開
催

し
た
。料
理
長
が
横
手
市
山

内
で
上
品
で
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル

な
和
食
、美
酒
美
食
で
非
常

に
和
気
あ
い
あ
い
の
中
、支

部
長
の
地
酒
２
本
、幹
事
長

の
漬
物
の
差
し
入
れ
で
の
総

会
で
し
た
。

　
参
加
者
は
、昭
和
43
年
度

経
済
学
部
卒
の
湯
沢
市
稲
庭

町
の
支
部
長
佐
藤
朋
夫
氏
。

　
昭
和
40
年
度
商
学
部
卒
、

横
手
市
の
監
事
福
田
健
一氏
。

　
平
成
５
年
度
経
済
学
部

卒
、秋
田
市
の
副
幹
事
長

佐
々
木
寛
氏
。

　
平
成
８
年
度
経
済
学
部

卒
、横
手
市
大
雄
で
定
年
帰

農
の
幹
事
：
伊
藤
寿
人
氏
。

　
令
和
９
年
度
政
治
経
済

学
科
卒
、横
手
市
山
内
の
幹

事
長
：
阿
野
広
美
。

　
初
め
て
参
加
の
昭
和
45

年
度
商
学
部
卒
、横
手
市

雄
物
川
町
の
岩
野
泰
助
氏
、

ス
ク
ー
リ
ン
グ
時
支
部
長
と

交
流
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

三
、総
会
内
容

①
定
例
の
収
支
決
算
事
業

　
報
告
、令
和
７
年
度
の
事

　
業
計
画
・
予
算
が
決
定
し

　
ま
し
た
。

（
繰
越
金
６
０
、５
２
１
円
。

６
年
度
の
会
費
は
15
名
納

付
で
４
０
、４
４
７
円
）

②
年
会
費
は
、３
、０
０
０

　
円
か
ら
２
、０
０
０
円
と

　
し
ま
し
た
。

九
州
ブ
ロ
ッ
ク
総
会
（
福
岡
県
支
部
主
催
）

ブ
ロ
ッ
ク
及
び
各
支
部
の
活

動
に
つ
い
て
お
話
し
て
い
た

だ
き
、他
ブ
ロ
ッ
ク
、支
部

活
動
に
つ
い
て
情
報
共
有

（
交
換
）を
行
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
総
会
で
は
、「
九
州
各
県

支
部
活
動
報
告
」、「
意
見
交

換
」「
次
回
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
総

会
開
催
地
に
つ
い
て
」等
に

つ
い
て
報
告
・
話
し
合
い
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
会
議
後
は
、懇
親
会
を
盛

大
に
行
い
親
睦
を
深
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　      （
文
責
：
古
市 

重
喜
）

支 

部 

総 

会

石
狩
支
部

山
形
県
支
部

秋
田
県
支
部

　
令
和
７
年
７
月
５
日
㈰

札
幌
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
黄

鶴
に
お
い
て
北
海
道
ブ
ロ
ッ

ク
及
び
石
狩
支
部
の
総
会

を
開
催
致
し
ま
し
た
。

　
会
は
、前
年
度
事
業
報

告
、会
計
決
算
、会
計
監
査

の
報
告
、質
疑
応
答
後
、今

年
度
の
事
業
計
画
、予
算
を

審
議
し
、す
べ
て
原
案
通
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
昨
年
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
は
、札
幌
青
少
年
科
学
館

で
し
た
が
、ほ
ん
の
少
し
で

は
あ
り
ま
す
が
、最
新
の
科

学
、宇
宙
に
つ
い
て
学
び
、

光
り
輝
く
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ

ム
を
堪
能
し
て
、と
て
も
意

義
深
い
も
の
で
し
た
。

　
今
年
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
は
10
月
18
日
頃
、新
年
会

は
１
月
31
日
頃
に
予
定
し

て
お
り
ま
す
。多
く
の
方
々

の
ご
参
加
を
望
み
、楽
し
く

意
義
の
有
る
会
に
し
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　
今
年
度
は
役
員
改
選
の

年
で
あ
り
、大
き
く
改
選
さ

れ
ま
し
た
の
で
、ご
報
告
い

た
し
ま
す
。

　
新
役
員（
敬
称
略
）

支
部
長
　
　
佐
藤
　
翔
太

幹
事
長
　
　
冨
谷
　
千
景

副
幹
事
長
　
河
端
み
ゆ
き

会
計
　
　
　
作
田
　
良
子

会
計
監
査
　
木
曽
　
尚
志

幹
事
　
　
　
安
井
　
美
佐

　
　
　
　
　
笠
井
　
克
彦

　
　
　
　
　
井
上
美
津
子

　
　
　
　
　
藤
原
　
光
子

　
　
　
　
　
渡
辺
　
利
恵

　
　
　
　
　
増
田
智
恵
子

　
　
　
　
　
加
藤
　
恵
子

　
新
風
爽
や
か
に
、支
部
が

よ
り
活
性
化
さ
れ
る
事
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

　
昨
年
度
よ
り
北
海
道
ブ

ロ
ッ
ク
総
会
と
合
同
に
し
て

は
ど
う
か
、と
の
ご
提
案
が

あ
り
、今
後
は
総
会
を
合
同

で
開
催
す
る
事
が
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

　
校
友
会
の
発
展
に
少
し
で

も
繋
が
れ
る
よ
う
努
力
い
た

し
ま
す
。会
は
和
や
か
に
閉

会
い
た
し
ま
し
た
。

　
　   （
文
責
：
作
田 

良
子
）

③
事
業
計
画
で
は
、会
費
納

　
入
者
だ
け
で
も
参
加
で

　
き
る
魅
力
あ
る
企
画
を

　
し
よ
う
。コ
ロ
ナ
以
前
、

　
４
回
ほ
ど
発
行
し
ま
し

　
た
が「
会
員
近
況
報
告

　
等
の
会
報
」今
年
必
ず

　
発
行
し
よ
う
と
決
め
ま

　
し
た
。

四
、結
果
は
６
名
で
し
た
が
、

活
動
に
つ
な
が
る
元
気
な

総
会
と
な
り
ま
し
た
。今
回

も
総
会
時
に
年
会
費
２
、０

０
０
円
頂
戴
致
し
ま
し
た
。

         （
文
責
：
阿
野 

広
美
）

　
秋
の
紅
葉
の
美
し
い
中
、

こ
の
令
和
６
年
10
月
26
日

㈯
に
山
形
市
内
の
ホ
テ
ル

で
支
部
総
会
を
開
催
し
ま

し
た
。総
会
参
加
者
が
８

名
と
少
な
か
っ
た
の
で
す

が
、楽
し
く
絆
を
深
め
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
議
事
で
は
、活
動
報
告

を
行
い
、今
後
も
従
来
同

様
に
会
運
営
を
継
続
す
る

事
を
確
認
し
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

　
そ
の
他
と
し
て
、校
友

会
本
部
の
前
会
長
鈴
木
勝

様
が
ご
逝
去
さ
れ
た
こ
と

や
不
祥
事
で
社
会
批
判
さ

れ
て
い
る
日
本
大
学
の
改

革
の
こ
と
や
校
友
会
本
部

会
報
が
各
県
支
部
発
送
を

取
り
や
め
、本
部
事
務
局

か
ら
全
国
の
校
友
全
員
に

直
接
発
送
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
こ
と
な
ど
を
話
し

合
い
ま
し
た
。

　
そ
れ
か
ら
、当
支
部
の

状
況
で
す
が
、先
ず
、支

部
会
員
に
よ
る
支
部
年
会

費
の
納
入
が
毎
年
、順
調

な
実
績
を
得
て
、会
の
運

営
に
寄
与
し
役
立
っ
て
お

り
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

困
っ
て
い
る
事
で
は
、支
部

会
員
の
高
齢
化
に
よ
っ
て

退
会
届
人
数
も
多
く
な

り
、支
部
役
員
の
交
代
が

で
き
な
く
、運
営
が
マ
ン

ネ
リ
化
し
な
い
よ
う
配
慮

し
な
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　    （
文
責
：
大
塚 

勝
衛
）

岩
手
県
支
部

　
令
和
６
年
10
月
26
日
㈯

15
時
30
分
か
ら
盛
岡
市
大

通「
橋
本
屋
支
店
」で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
６
名
で
、令

和
５
年
度
の
行
事
結
果
と

決
算
、令
和
６
年
度
の
行

事
計
画
と
予
算
が
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、空
席
と
な
っ
て
い

る
支
部
長
等
に
役
員
の
選

出
、令
和
７
年
に
予
定
さ

れ
て
い
る
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
総

会
の
実
施
概
要
等
に
つ
い

て
の
意
見
交
換
を
行
い
ま

し
た
。

　
総
会
終
了
後
、今
年
ご

逝
去
さ
れ
た
櫻
庭
支
部
長

と
高
橋
監
事
に
黙
祷
を
捧

げ
、小
井
田
副
支
部
長
の

ご
発
声
に
よ
り
懇
親
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　
令
和
６
年
度
本
部
総
会

の
報
告
で
は
、個
人
情
報

保
護
の
観
点
か
ら
、会
報
の

発
送
を
今
ま
で
各
支
部
で

行
っ
て
い
た
も
の
を
、本
部

か
ら
一
括
で
発
送
す
る
こ
と

に
な
っ
た
こ
と
等
に
つ
い
て

説
明
し
ま
し
た
。

　
本
部
か
ら
の
新
入
会
員

の
名
簿
送
付
の
取
り
や
め
、

ま
た
退
会
の
申
し
出
等
に

よ
り
、支
部
の
会
員
数
は

減
少
し
て
い
ま
す
。そ
の
点

に
つ
い
て
も
参
加
者
で
い
ろ

い
ろ
意
見
を
出
し
合
い
ま

し
た
。

　
懇
親
会
で
は
お
酒
が
進

む
に
つ
れ
、意
見
交
換
が
活

発
に
な
り
、会
は
大
い
に
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

　
参
加
者
と
い
ろ
い
ろ
な

意
見
を
交
換
す
る
こ
と
が

で
き
て
と
て
も
有
意
義
な

支
部
総
会
と
な
り
ま
し
た
。

来
年
も
ま
た
大
勢
集
ま
り
、

有
意
義
な
支
部
総
会
に
で
き

れ
ば
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　  （
文
責
：
菅
原 

伸
芳
）

　
令
和
６
年
６
月
23
日
㈰

宇
都
宮
市
内「
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー

イ
タ
ヤ
」に
お
い
て
、令
和
６

年
度
栃
木
県
支
部
総
会
を

開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　
前
年
度
に
引
き
続
き
、

参
加
会
員
の
高
齢
化
を
考

慮
し
て
、休
日
の
昼
に
開
催

と
な
り
ま
し
た
。

　
最
初
に
、大
島
支
部
長

の
挨
拶
に
始
ま
り
ま
し
た
。

つ
づ
い
て
、定
例
の
議
事
に

移
り
、令
和
５
年
度
の
事

業
報
告
並
び
に
決
算
報
告

が
あ
り
審
議
の
上
、承
認
さ

れ
ま
し
た
。

栃
木
県
支
部（
R6
）
　
次
に
、令
和
６
年
度
の

事
業
計
画
案
並
び
に
予
算

案
の
説
明
が
あ
り
、審
議
の

上
、承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
つ
づ
い
て
、大
島
支
部
長

か
ら
令
和
８
年
度
関
東
ブ

ロ
ッ
ク
総
会
に
つ
い
て
の
話

が
あ
り
、順
番
に
よ
り
本

県
が
担
当
す
る
予
定
で
あ

る
旨
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
最
後
に
そ
の
他
事
項
で

支
部
長
よ
り
、本
部
定
期

総
会
の
結
果
内
容
に
つ
い

て
と
令
和
６
年
度
の
関
東

ブ
ロ
ッ
ク
総
会（
神
奈
川
県

担
当
）に
つ
い
て
の
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
他
、こ
れ
か
ら
の
校

友
会
活
動
に
つ
い
て
意
見

交
換
し
、閉
会
と
な
り
ま
し

た
。

　
引
き
続
き
、昼
食
を
取

り
な
が
ら
懇
親
会
を
行
い

ま
し
た
。

　     （
文
責
：
江
田 

俊
夫
）

栃
木
県
支
部（
R7
）

　
令
和
７
年
６
月
28
日
㈯

宇
都
宮
市
内「
ホ
テ
ル

ニ
ュ
ー
イ
タ
ヤ
」に
お
い
て
、

令
和
７
年
度
栃
木
県
支
部

総
会
を
開
催
い
た
し
ま
し

た
。

　
最
初
に
、大
島
支
部
長
の

挨
拶
に
始
ま
り
、全
国
校
友

会
の
活
動
状
況
や
改
革
の

状
況
、関
東
ブ
ロ
ッ
ク
の
状

況
等
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

つ
づ
い
て
、定
例
の
議
事
に

移
り
、⑴
令
和
６
年
度
の
事

業
報
告
並
び
に
決
算
報
告

が
あ
り
、審
議
の
上
、承
認

さ
れ
ま
し
た
。

　
次
に
、⑵
令
和
７
年
度
の

事
業
計
画
案
並
び
に
予
算

案
の
説
明
が
あ
り
、審
議
の

上
、承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
つ
づ
い
て
、大
島
支
部
長

か
ら
⑶
令
和
８
年
度
関
東

ブ
ロ
ッ
ク
総
会
に
つ
い
て
の

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。先

ず
、令
和
７
年
度
の
関
東
ブ

ロ
ッ
ク
総
会（
千
葉
県
担
当
）

に
は
、本
県
支
部
か
ら
３
名

が
参
加
予
定
で
あ
る
こ
と
。

令
和
８
年
度
関
東
ブ
ロ
ッ
ク

総
会
は
本
県
に
順
番
が

回
っ
て
く
る
予
定
で
あ
る
こ

と
。以
上
を
受
け
協
議
の
結

果
、８
年
度
関
東
ブ
ロ
ッ
ク

               

次
頁
に
続
く




